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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一組のカバー部材によって閉塞されたシリンダ室を有するシリンダチューブと、該シリ
ンダチューブに内装され、前記シリンダ室内を軸方向に沿って変位するピストンと、前記
カバー部材に形成され圧力流体の供給・排出されるポートと、前記ピストンの軸方向に沿
った端部に装着され該ピストンと共に変位自在に設けられるロッドとを有した流体圧シリ
ンダにおいて、
　前記カバー部材は鋳造によって形成され、前記ピストンと共に変位する前記ロッドが収
納される収納穴を有し、前記収納穴には内壁面に対して窪んだ溝部が形成されると共に、
前記収納穴に前記ロッドの挿入されるリング状のホルダが装着されることで前記溝部が延
在方向に沿って塞がれ、前記シリンダ室と前記ポートとを連通させる通路を構成し、
　前記ホルダは、前記収納穴に対して圧入されることを特徴とする流体圧シリンダ。
【請求項２】
　請求項１記載の流体圧シリンダにおいて、
　前記通路は、前記ピストンの軸方向に沿って延在し、前記シリンダ室と連通する第１通
路部と、
　前記第１通路部の端部に接続され、前記カバー部材の内部と連通した第２通路部と、
　を有することを特徴とする流体圧シリンダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、圧力流体の供給作用下にピストンを軸方向に沿って変位させる流体圧シリン
ダに関し、一層詳細には、前記ピストンの変位終端位置における衝撃を緩衝可能なクッシ
ョン機構を有した流体圧シリンダに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ワーク等の搬送手段として、例えば、圧力流体の供給作用下に変位するピス
トンを有する流体圧シリンダが用いられている。本出願人は、ピストンの変位終端位置に
おける衝撃を緩衝可能なクッション機構を備えた流体圧シリンダを提案している（特許文
献１参照）。
【０００３】
　このクッション機構を有する流体圧シリンダは、ピストンの両端面には中空円筒状のク
ッションリングをそれぞれ備え、前記ピストンがシリンダチューブに沿って変位する際、
前記クッションリングがヘッドカバーの凹部又はロッドカバーの凹部に対して挿入される
ことで、ポートから外部へと排出される流体の流量が絞られ、ピストンの変位速度を減速
させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１３３９２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、上述したような流体圧シリンダのさらなる製造コストの削減が望まれている。
【０００６】
　本発明は、前記の提案に関連してなされたものであり、製造工程の短縮化を図ると同時
に、製造コストの削減を図ることが可能な流体圧シリンダを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の目的を達成するために、本発明は、一組のカバー部材によって閉塞されたシリン
ダ室を有するシリンダチューブと、シリンダチューブに内装され、シリンダ室内を軸方向
に沿って変位するピストンと、カバー部材に形成され圧力流体の供給・排出されるポート
と、ピストンの軸方向に沿った端部に装着されピストンと共に変位自在に設けられるロッ
ドとを有した流体圧シリンダにおいて、
　カバー部材は鋳造によって形成され、ピストンと共に変位するロッドが収納される収納
穴を有し、収納穴には内壁面に対して窪んだ溝部が形成されると共に、収納穴にロッドの
挿入されるリング状のホルダが収納穴に装着されることで溝部が延在方向に沿って塞がれ
、シリンダ室とポートとを連通させる通路を構成し、ホルダは、収納穴に対して圧入され
ることを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、シリンダチューブに沿って変位自在なピストンを有し、ピストンの軸
方向に沿った端部にロッドが設けられた流体圧シリンダにおいて、シリンダチューブの端
部に設けられたカバー部材が、鋳造によって形成され、ピストンと共に変位するロッドが
収納される収納穴を有しており、収納穴には内壁面に対して窪んだ溝部が形成されると共
に、ロッドの挿入されるリング状のホルダが収納穴に装着されることで溝部が延在方向に
沿って塞がれ、シリンダ室とポートとを連通させる通路を構成する。
【０００９】
　従って、カバー部材を鋳造で製造する際に溝部を同時に形成し、収納穴にホルダを装着
することで溝部の延在方向に沿った開口部を閉塞して通路とすることができるため、カバ
ー部材を製造した後に通路を加工等によって形成する場合と比較し、容易に通路を形成す
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ることができ、それに伴って、製造工程の短縮化、並びに、製造コストの削減を図ること
が可能となる。
【００１０】
　また、通路は、ピストンの軸方向に沿って延在し、シリンダ室と連通する第１通路部と
、第１通路部の端部に接続され、カバー部材の内部と連通した第２通路部とを有するとよ
い。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１３】
　すなわち、シリンダチューブに沿って変位自在なピストンを有し、ピストンの軸方向に
沿った端部にロッドが設けられた流体圧シリンダにおいて、シリンダチューブの端部に設
けられたカバー部材を、鋳造によって形成し、ピストンと共に変位するロッドが収納され
る収納穴を有しており、収納穴には内壁面に対して窪んだ溝部を形成すると共に、ロッド
の挿入されるリング状のホルダを収納穴に装着することで溝部を延在方向に沿って塞ぎ、
シリンダ室とポートとを連通させる通路を構成することができる。そのため、収納穴にホ
ルダを装着することで容易に通路を形成することができ、カバー部材を製造した後に通路
を加工等によって形成する場合と比較し、容易に通路を形成することができ、それに伴っ
て、製造工程の短縮化、並びに、製造コストの削減を図ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係る流体圧シリンダの全体断面図である。
【図２】図１の流体圧シリンダにおけるヘッドカバー近傍を示す拡大断面図である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】ヘッドカバーの分解斜視図である。
【図５】図１の流体圧シリンダにおけるロッドカバー近傍を示す拡大断面図である。
【図６】図１のＶＩ－ＶＩ線に沿った断面図である。
【図７】ロッドカバーの分解斜視図である。
【図８】図１の流体圧シリンダにおいてピストンがロッドカバー側へと移動した状態を示
す全体断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係る流体圧シリンダについて好適な実施の形態を挙げ、添付の図面を参照しな
がら以下詳細に説明する。図１において、参照符号１０は、本発明の実施の形態に係る流
体圧シリンダを示す。
【００１６】
　この流体圧シリンダ１０は、図１～図８に示されるように、円筒状のシリンダチューブ
１２と、該シリンダチューブ１２の一端部に装着されるヘッドカバー（カバー部材）１４
と、前記シリンダチューブ１２の他端部に装着されるロッドカバー（カバー部材）１６と
、前記シリンダチューブ１２の内部に変位自在に設けられるピストン１８を含む。
【００１７】
　シリンダチューブ１２は、例えば、軸方向（矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って略一定直径で延
在した円筒体からなり、その内部にはピストン１８が収容されヘッドカバー１４及びロッ
ドカバー１６によって閉塞されたシリンダ室２０が形成される。
【００１８】
　ヘッドカバー１４は、例えば、アルミニウム合金等の金属製材料からダイカスト等の鋳
造によって形成され、図３に示されるように、断面矩形状に形成された四隅には軸方向（
矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って貫通した第１貫通孔２２が形成される。また、図１及び図２に
示されるように、ヘッドカバー１４には、ロッドカバー１６側（矢印Ａ方向）に臨む端部
から所定長さだけ突出した第１段付部２４が形成され、その外周側にシリンダチューブ１
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２の一端部が挿通されることで保持される。なお、第１段付部２４の外周側には、シリン
ダチューブ１２との間にガスケット２５が設けられ、圧力流体の漏出が防止される。
【００１９】
　このヘッドカバー１４の外側には、該ヘッドカバー１４の軸線と直交する方向に延在し
た第１ポート２６が形成され、前記第１ポート２６には、図示しない配管を介して圧力流
体が供給・排出される。
【００２０】
　一方、ヘッドカバー１４の中央部には、シリンダチューブ１２側（矢印Ａ方向）に臨む
ように断面円形状の第１凹部（収納穴）２８が所定深さで形成されると共に、前記第１凹
部２８と連通した第１クッション室３０が形成される。この第１クッション室３０は、第
１段付部２４の内周側となる位置に形成される。
【００２１】
　第１凹部２８には、リング状の第１ホルダ３２が圧入され固定されると共に、その内周
面に対して半径外方向に窪んだ第１連通路（通路）３４が形成される。
【００２２】
　第１連通路３４は、図３及び図４に示されるように、例えば、断面矩形状に形成され、
第１凹部２８において第１ポート２６の開口方向と略同一方向となる位置に設けられる。
【００２３】
　この第１連通路３４は、第１凹部２８の開口部から軸方向（矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って
同一断面で延在した水平部（第１通路部）３６ａと、該水平部３６ａの端部から第１凹部
２８の中心側に向かって鉛直方向（矢印Ｃ方向）に延在する鉛直部（第２通路部）３８ａ
とから構成される。すなわち、水平部３６ａがシリンダ室２０側（矢印Ａ方向）へと開口
することで該シリンダ室２０と連通し、鉛直部３８ａの下端部が後述する第１クッション
室３０と連通しているため、前記第１連通路３４によってシリンダチューブ１２のシリン
ダ室２０と第１クッション室３０とが連通する。なお、水平部３６ａ及び鉛直部３８ａは
共に断面矩形状で形成される。また、第１連通路３４は、断面矩形状に限らず断面半円状
に形成されていてもよい。
【００２４】
　また、第１連通路３４は、ヘッドカバー１４を鋳造で製造する際に同時に形成されるも
のであり、鋳造によってヘッドカバー１４が形成された後に、切削加工等によって形成さ
れるものではない。
【００２５】
　第１クッション室３０は、例えば、第１凹部２８に対して小径且つ同軸状に形成され、
ヘッドカバー１４の端部によって閉塞された空間である。そして、第１クッション室３０
は、その外周側に設けられた第１ポート２６と連通すると共に、第１連通路３４を通じて
シリンダ室２０と連通している。
【００２６】
　第１ホルダ３２は、その中心に第１クッション孔（挿通孔）４０を有した円環体からな
り、該第１ホルダ３２が第１凹部２８へ圧入されることで、その外周面が前記第１凹部２
８の内周面に対して嵌合され固定される。また、第１ホルダ３２の端面が、第１凹部２８
の壁面に当接するように固定される。
【００２７】
　このように第１凹部２８へ第１ホルダ３２が装着されることで、第１連通路３４におけ
る水平部３６ａの内周側及び鉛直部３８ａのシリンダチューブ１２側がそれぞれ前記第１
ホルダ３２の外周面及び端面によって覆われ、圧力流体の流通する断面矩形状の通路とな
る。
【００２８】
　換言すれば、第１ホルダ３２の装着されない状態では、第１連通路３４はヘッドカバー
１４の内周側及びシリンダチューブ１２側の開放された状態となり、前記第１ホルダ３２
によって内周側及びシリンダチューブ１２側の覆われた断面矩形状の通路が構成される。
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【００２９】
　また、第１クッション孔４０には、その内周面に形成された環状溝を介して第１クッシ
ョンパッキン（シール部材）４２が装着される。第１クッションパッキン４２は、例えば
、ゴム等の弾性材料から環状に形成され、第１クッション孔４０へ後述する第１クッショ
ンロッド（ロッド）７８が挿入された際、その外周面に摺接するように前記第１クッショ
ン孔４０の内周面に対して内周側へと突出して設けられる。
【００３０】
　ロッドカバー１６は、図１、図５～図７に示されるように、ヘッドカバー１４と同様に
、例えば、アルミニウム合金等の金属製材料からダイカスト等の鋳造によって形成され、
断面矩形状に形成された四隅には軸方向（矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って貫通した第２貫通孔
４４が形成される（図６及び図７参照）。また、ロッドカバー１６には、ヘッドカバー１
４側（矢印Ｂ方向）に臨む端部から所定長さだけ突出した第２段付部４６が形成され、そ
の外周側にシリンダチューブ１２の他端部が挿通されることで保持される。なお、第２段
付部４６の外周側には、シリンダチューブ１２との間にガスケット２５が設けられ、圧力
流体の漏出が防止される。
【００３１】
　そして、シリンダチューブ１２の一端部がヘッドカバー１４の第１段付部２４に挿通さ
れ、他端部がロッドカバー１６の第２段付部４６へ挿通された状態で、複数の第１及び第
２貫通孔２２、４４にそれぞれ連結ロッド４８を挿通させ、その両端部に図示しないナッ
トを螺合させ締め付けることで、前記ヘッドカバー１４と前記ロッドカバー１６との間に
シリンダチューブ１２が挟持された状態で固定される。
【００３２】
　また、ロッドカバー１６の外側には、該ロッドカバー１６の軸線と直交する方向に延在
した第２ポート５０が形成され、前記第２ポート５０には、図示しない配管を介して圧力
流体が供給・排出される。
【００３３】
　一方、ロッドカバー１６の中央部には、シリンダチューブ１２側（矢印Ｂ方向）に臨む
ように開口した断面円形状の第２凹部（収納穴）５２と、該第２凹部５２と連通した第２
クッション室５４と、前記第２クッション室５４と連通したロッド孔５６とが形成される
。
【００３４】
　この第２凹部５２は、リング状の第２ホルダ５８が圧入され固定されると共に、内周面
に対して半径外方向に窪んだ第２連通路（通路）６０が形成される。
【００３５】
　第２連通路６０は、図６及び図７に示されるように、例えば、断面矩形状に形成され、
第２凹部５２において第２ポート５０の開口方向と略同一方向となる位置に設けられる。
この第２連通路６０は、第２凹部５２の開口部から軸方向に沿って同一断面で延在した水
平部（第１通路部）３６ｂと、該水平部３６ｂの端部から第２凹部５２の中心側に向かっ
て鉛直方向（矢印Ｃ方向）に延在する鉛直部（第２通路部）３８ｂとから構成される。な
お、第２連通路６０は、断面矩形状に限らず断面半円状に形成されていてもよい。
【００３６】
　すなわち、水平部３６ｂがシリンダ室２０側（矢印Ｂ方向）へと開口することで該シリ
ンダ室２０と連通し、鉛直部３８ｂの下端部が後述する第２クッション室５４と連通して
いるため、前記第２連通路６０によってシリンダチューブ１２のシリンダ室２０と第２ク
ッション室５４とが連通する。なお、水平部３６ｂ及び鉛直部３８ｂは共に断面矩形状で
形成される。
【００３７】
　また、第２連通路６０は、ロッドカバー１６を鋳造で製造する際に同時に形成されるも
のであり、鋳造によってロッドカバー１６が形成された後に、切削加工等によって形成さ
れるものではない。
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【００３８】
　第２クッション室５４は、例えば、第２凹部５２に対して小径且つ同軸状に形成され、
ロッドカバー１６の端部によって閉塞された空間である。そして、第２クッション室５４
は、その外周側に設けられた第２ポート５０と連通すると共に、第２連通路６０を通じて
シリンダ室２０と連通している。
【００３９】
　ロッド孔５６は、第２クッション室５４に隣接し、該第２クッション室５４よりさらに
小径で形成され、ロッドカバー１６の他端部まで貫通することで開口し、その内周面には
ブッシュ６２及びロッドパッキン６４が設けられる。そして、ブッシュ６２は、ロッド孔
５６に挿通されるピストンロッド６６を軸方向に沿って案内し、ロッドパッキン６４が、
前記ピストンロッド６６とロッドカバー１６との間を通じた圧力流体の漏出を防止する。
【００４０】
　第２ホルダ５８は、その中心に第２クッション孔（挿通孔）６８を有した円環体からな
り、該第２ホルダ５８が第２凹部５２へ圧入されることで、その外周面が前記第２凹部５
２の内周面に対して嵌合され固定される。また、第２ホルダ５８の端面が、ロッド孔５６
との境界に設けられた第２凹部５２の壁面に当接するように固定される。
【００４１】
　このように第２凹部５２へ第２ホルダ５８が装着されることで、第２連通路６０におけ
る水平部３６ｂの内周側及び鉛直部３８ｂのシリンダチューブ１２側がそれぞれ前記第２
ホルダ５８の外周面及び端面によって覆われ、圧力流体の流通する通路となる。換言すれ
ば、第２ホルダ５８の装着されない状態では、第２連通路６０はロッドカバー１６の内周
側及びシリンダチューブ１２側が開放された状態となり、前記第２ホルダ５８によって内
周側及びシリンダチューブ１２側の覆われた断面矩形状の通路が構成される。
【００４２】
　また、第２クッション孔６８には、その内周面に形成された環状溝を介して第２クッシ
ョンパッキン（シール部材）７０が装着される。第２クッションパッキン７０は、例えば
、ゴム等の弾性材料から環状に形成され、ロッド孔５６へ後述する第２クッションロッド
（ロッド）８０が挿入された際、その外周面に摺接するように設けられる。
【００４３】
　ピストン１８は、図１及び図８に示されるように、例えば、円盤状に形成され、その中
心にはピストンロッド６６の一端部が挿通され加締められることで一体的に連結される。
また、ピストン１８の外周面には、環状溝を介してピストンパッキン７２、磁性体７４及
びウェアリング７６が装着されている。
【００４４】
　また、ヘッドカバー１４に臨むピストン１８の一端面側には、第１クッションロッド７
８が同軸状に形成され、該一端面から所定長さだけ突出するように設けられる。この第１
クッションロッド７８は、中心に孔部８２を有した中空状に形成され、その先端がピスト
ン１８から離間する方向（矢印Ｂ方向）に向かって徐々に縮径するように形成されている
。なお、第１クッションロッド７８は、中空状に形成される場合に限定されるものでなく
、孔部８２を有していない中実状としてもよい。
【００４５】
　一方、ロッドカバー１６に臨むピストン１８の他端面側には、ピストンロッド６６の外
周側を覆うように円筒状の第２クッションロッド８０が設けられ、該第２クッションロッ
ド８０は、前記他端面に対して所定長さだけ突出するように形成されると共に、その先端
がピストン１８から離間する方向（矢印Ａ方向）に向かって徐々に縮径するように形成さ
れている。
【００４６】
　第１及び第２クッションロッド７８、８０の外周面には、ピストン１８の一端面及び他
端面に当接するように一組のダンパ８４ａ、８４ｂがそれぞれ設けられる。このダンパ８
４ａ、８４ｂは、例えば、ゴムやウレタン等の弾性材料から形成され、その中央に第１及
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び第２クッションロッド７８、８０の挿通可能な孔部を有した円盤状に形成される。そし
て、ピストン１８が軸方向（矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って変位した際、ダンパ８４ａ、８４
ｂがヘッドカバー１４及びロッドカバー１６の端面に当接することで衝撃を緩衝する。
【００４７】
　ピストンロッド６６は、軸方向（矢印Ａ、Ｂ方向）に沿って所定長さを有した軸体から
なり、その一端部がピストン１８に連結され、他端部は、ロッドカバー１６のロッド孔５
６に挿通されブッシュ６２によって変位自在に支持される。さらに、ピストンロッド６６
の軸方向に沿った略中央部は、第２ホルダ５８の第２クッション孔６８へと挿通されてい
る。
【００４８】
　本発明の実施の形態に係る流体圧シリンダ１０は、基本的には以上のように構成される
ものであり、次にその動作並びに作用効果について説明する。なお、図１に示されるピス
トン１８がヘッドカバー１４側（矢印Ｂ方向）に変位し、第１クッションロッド７８が第
１ホルダ３２を通じて第１クッション室３０へと収容された状態を初期位置として説明す
る。
【００４９】
　先ず、図示しない圧力流体供給源から圧力流体を第１ポート２６へと導入することで第
１クッション室３０内へと供給される。この場合、第２ポート５０は、図示しない切換手
段による切換作用下に大気開放状態としておく。
【００５０】
　これにより、圧力流体が、第１クッション室３０から第１連通路３４を通じてシリンダ
室２０へと供給されると共に、第１クッションロッド７８の孔部８２へと供給される。ま
た同時に、圧力流体は、第１クッション孔４０へと流入することで、第１クッションパッ
キン４２がロッドカバー１６側（矢印Ａ方向）へと移動し、該第１クッションパッキン４
２の外周側を通じてシリンダ室２０側へと流通する。これにより、ピストン１８がロッド
カバー１６側（矢印Ａ方向）へと押圧される。そして、ピストン１８の変位作用下にピス
トンロッド６６が共に変位し、第１クッションロッド７８が第１ホルダ３２の第１クッシ
ョンパッキン４２に摺接しながら徐々に第１クッション室３０からシリンダ室２０側（矢
印Ａ方向）へと移動する。
【００５１】
　この際、ピストン１８とロッドカバー１６との間となるシリンダ室２０に残存している
空気は、第２連通路６０を通じて第２クッション室５４へと流入すると同時に、ピストン
ロッド６６の外周面と第２クッションパッキン７０との間の間隙を通じて前記第２クッシ
ョン室５４へと流入した後、第２ポート５０から外部へと排出される。
【００５２】
　そして、ピストン１８がさらにロッドカバー１６側（矢印Ａ方向）へと移動することで
、ピストンロッド６６の他端部がロッドカバー１６の外側へと徐々に突出していくと共に
、第２クッションロッド８０が先端から第２ホルダ５８の第２クッション孔６８へと挿入
され、その外周面に第２クッションパッキン７０が摺接しながら挿入されていく。
【００５３】
　これにより、第２ホルダ５８の第２クッションパッキン７０とピストンロッド６６との
間の間隙が第２クッションロッド８０によって塞がれ、シリンダ室２０の空気は第２連通
路６０のみを通じて第２ポート５０へと排出されることとなる。その結果、第２ポート５
０からの空気の排出量が減少することで、該空気の一部がシリンダ室２０内で圧縮され、
ピストン１８が変位する際の変位抵抗となることで、該ピストン１８の変位速度が変位終
端位置に近づくにつれて徐々に低下する。すなわち、ピストン１８の変位速度を減速させ
ることが可能なクッション作用が機能する。
【００５４】
　最後に、ピストン１８がロッドカバー１６側（矢印Ａ方向）に向かって徐々に変位し、
第２クッションロッド８０が完全に第２クッション孔６８及び第２クッション室５４へと
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収容され、ダンパ８４ｂがロッドカバー１６の端部に当接することでピストン１８がロッ
ドカバー１６側へと到達した変位終端位置となる（図８参照）。
【００５５】
　換言すれば、第２連通路６０は、第２クッション孔６８が第２クッションロッド８０に
よって塞がれた際、シリンダ室２０の空気を第２ポート５０側へと流通させるための固定
式のオリフィスとして機能する。
【００５６】
　一方、ピストン１８を前記とは反対方向（矢印Ｂ方向）に変位させ初期位置へと復帰さ
せる場合には、図示しない切換手段の切換作用下に第１ポート２６に供給されていた圧力
流体を第２ポート５０へ供給することで第２クッション室５４へと導入されると共に、第
１ポート２６を大気開放状態とする。
【００５７】
　これにより、圧力流体は、第２クッション室５４から第２連通路６０を通じてシリンダ
室２０へと供給されると共に、第２クッション孔６８へと流入することで、第２クッショ
ンパッキン７０がヘッドカバー１４側（矢印Ｂ方向）へと移動し、該第２クッションパッ
キン７０の外周側を通じてシリンダ室２０側へと流通する。これにより、ピストン１８が
ヘッドカバー１４側（矢印Ｂ方向）へと押圧される。そして、ピストン１８の変位作用下
にピストンロッド６６が共に変位し、第２クッションロッド８０が第２ホルダ５８の第２
クッションパッキン７０に摺接しながら徐々に第２クッション室５４からシリンダ室２０
側（矢印Ｂ方向）へと移動していく。
【００５８】
　この際、ピストン１８とヘッドカバー１４との間となるシリンダ室２０に残存している
空気は、第１連通路３４を通じて第１クッション室３０へと流入すると同時に、開放され
た第１ホルダ３２の第１クッション孔４０を通じて前記第１クッション室３０へと流入し
た後、第１ポート２６を通じて外部へと排出される。
【００５９】
　そして、ピストン１８がさらにヘッドカバー１４側（矢印Ｂ方向）へと移動することで
、ピストンロッド６６の他端部がロッドカバー１６のロッド孔５６へと徐々に収納されて
いくと共に、第１クッションロッド７８が先端から第１ホルダ３２の第１クッション孔４
０へと挿入され、その外周面に第１クッションパッキン４２が摺接しながら挿入されてい
く。
【００６０】
　これにより、第１クッションロッド７８によって第１クッション孔４０が塞がれ、シリ
ンダ室２０の流体は第１連通路３４のみを通じて第１ポート２６へと排出されることとな
る。
【００６１】
　その結果、第１クッション孔４０を通じた空気の流通が遮断されることで、第１ポート
２６からの空気の排出量が減少し、該空気の一部がシリンダ室２０内で圧縮されるため、
ピストン１８が変位する際の変位抵抗となる。その結果、ピストン１８の変位速度がヘッ
ドカバー１４側（矢印Ｂ方向）となる初期位置へと近づくにつれて徐々に低下する。すな
わち、ピストン１８の変位速度を減速させることが可能なクッション作用が機能する。
【００６２】
　最後に、ピストン１８がヘッドカバー１４側（矢印Ｂ方向）に向かって徐々に変位し、
第１クッションロッド７８が完全に第１クッション孔４０及び第１クッション室３０へと
収容され、ダンパ８４ａがヘッドカバー１４の端部に当接することでピストン１８がヘッ
ドカバー１４側へ到達した初期位置へと復帰する（図１参照）。
【００６３】
　換言すれば、第１連通路３４は、第１クッション孔４０が第１クッションロッド７８に
よって塞がれた際、シリンダ室２０の空気を第１ポート２６側へと流通させるための固定
式のオリフィスとして機能する。
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　以上のように、本実施の形態では、クッション機構を有した流体圧シリンダ１０におい
て、ヘッドカバー１４及びロッドカバー１６をダイカスト等の鋳造によって形成すると共
に、その内部に形成される第１及び第２凹部２８、５２の内周面及び端面に対して窪んだ
第１及び第２連通路３４、６０をそれぞれ形成している。そして、第１及び第２凹部２８
、５２に対してリング状の第１及び第２ホルダ３２、５８を装着することで、第１及び第
２連通路３４、６０の延在方向に沿った開口部位を塞ぎ、シリンダ室２０と第１及び第２
ポート２６、５０とを連通可能な断面矩形状の通路を構成することができる。
【００６５】
　その結果、ヘッドカバー１４及びロッドカバー１６を鋳造によって製造する際、溝状の
第１及び第２連通路３４、６０を同時に形成しておくことで、第１及び第２ホルダ３２、
５８を組み付けるだけで容易に前記第１及び第２連通路３４、６０を形成することができ
るため、例えば、ヘッドカバー及びロッドカバーを製造した後に切削加工等によって連通
路を形成する場合と比較し、その製造工程の短縮化を図ることができると共に、製造コス
トの削減も可能となる。
【００６６】
　また、第１及び第２連通路３４、６０は、ヘッドカバー１４及びロッドカバー１６にお
いては、内周側及びシリンダチューブ１２側が開放された溝状に形成されているが、第１
及び第２凹部２８、５２に対してリング状の第１及び第２ホルダ３２、５８をそれぞれ装
着することで、前記内周側及びシリンダチューブ１２側の塞がれた断面矩形状の第１及び
第２連通路３４、６０を容易に構成することが可能となる。
【００６７】
　換言すれば、ヘッドカバー１４及びロッドカバー１６に対して第１及び第２ホルダ３２
、５８を組み付けるだけで、第１及び第２連通路３４、６０を容易に形成することができ
る。
【００６８】
　なお、本発明に係る流体圧シリンダは、上述の実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸
脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんである。
【符号の説明】
【００６９】
１０…流体圧シリンダ　　　　　　　　１２…シリンダチューブ
１４…ヘッドカバー　　　　　　　　　１６…ロッドカバー
１８…ピストン　　　　　　　　　　　２０…シリンダ室
２６…第１ポート　　　　　　　　　　２８…第１凹部
３０…第１クッション室　　　　　　　３２…第１ホルダ
３４…第１連通路　　　　　　　　　　４０…第１クッション孔
４２…第１クッションパッキン　　　　５０…第２ポート
５２…第２凹部　　　　　　　　　　　５４…第２クッション室
５８…第２ホルダ　　　　　　　　　　６０…第２連通路
６６…ピストンロッド　　　　　　　　６８…第２クッション孔
７０…第２クッションパッキン　　　　７８…第１クッションロッド
８０…第２クッションロッド
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